
（1） 第673号 2022年10月１日（毎月１日発行）

〒892-0841
鹿児島市照国町13-42
   カトリック鹿児島司教区
   電話099（226）5100
   振込口座 02030-2-8359
   編集発行　教区広報部
   1部60円年間〒共1100円

道　標

新
井
白
石
が
、
彼
か
ら
聴
聞
し

た
結
果
を
口
上
書
と
し
て
徳
川

将
軍
へ
提
出
し
、
後
に
発
刊
さ

れ
た
「
西
洋
紀
聞
」
と
「
采
覧

異
言
」
を
思
い
出
す
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
鎖

国
政
策
の
中
で
も
、
江
戸
幕
府

は
、
シ
ド
テ
ィ
を
通
し
て
西
洋

の
事
情
に
通
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
シ
ド
テ
ィ
の
功

績
は
大
で
あ
る
、
と
の
評
価
が

一
般
的
で
す
。
（
注
、
こ
れ
ま

で
日
本
語
の
書
物
で
は
、
シ
ド

ッ
チ
、
あ
る
い
は
シ
ド
ッ
テ
ィ

と
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
イ
タ
リ
ア

人
で
シ
ド
テ
ィ
神
父
の
研
究
家

の
原
語
表
記
の
厳
密
な
検
証
結

果
に
準
じ
て
シ
ド
テ
ィ
と
表
記

し
て
い
ま
す
。
）
 

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
カ
ト

リ
ッ
ク
の
立
場
と
し
て
、
宣
教

師
シ
ド
テ
ィ
の
い
く
つ
か
の
特

筆
す
べ
き
点
を
お
話
し
ま
す
。
 

教
区
司
祭
は
宣
教
師
？

「
宣
教
師
」
と
い
う
と
一
般

的
に
は
「
キ
リ
ス
ト
教
国
の
人

が
、
キ
リ
ス
ト
を
知
ら
な
い
国

へ
行
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
を

そ
の
土
地
の
人
々
に
知
ら
し
め

る
」
使
命
を
帯
び
た
人
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
従
っ
て
、
日
本

人
の
私
た
ち
に
は
「
宣
教
師
と

は
、
常
に
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ

る
欧
米
人
で
あ
る
」
と
い
う
潜

在
意
識
が
あ
り
ま
す
。

も
う
少
し
厳
密
に
言
う
と
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
中
で
は
19

世
紀
ま
で
は
、
宣
教
師
と
い
う

と
修
道
会
（
イ
エ
ズ
ス
会
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
ア
ウ
グ
ス
チ

ノ
会
、
ド
ミ
ニ
コ
会
な
ど
）
の

会
員
の
み
で
し
た
。
そ
の
た
め

か
、
当
時
の
情
報
で
は
シ
ド
テ

ィ
神
父
の
所
属
は
、
イ
エ
ズ
ス

会
と
か
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
と

表
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
19
世
紀
後
半
か
ら
は
、

元
来
、
教
区
司
祭
で
あ
り
な
が

ら
宣
教
熱
に
駆
ら
れ
て
、
非
キ

リ
ス
ト
教
国
に
派
遣
さ
れ
る
、

宣
教
会
が
組
織
さ
れ
ま
す
。

（
例
え
ば
、
パ
リ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

会
、
ミ
ラ
ノ
宣
教
会
、
聖
ザ
べ

リ
オ
宣
教
会
な
ど
で
す
）
。
こ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
シ
ド
テ

ィ
神
父
の
場
合
、
１
７
０
８
年

の
来
島
な
の
で
、
つ
ま
り
、
修

道
会
全
盛
期
の
こ
ろ
、
修
道
会

の
支
援
な
し
に
、
い
わ
ば
単
独

行
動
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
彼

は
シ
チ
リ
ア
島
の
パ
レ
ル
モ
教

区
司
祭
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
 

何
故
、
彼
は
、
禁
教
令
下
の

日
本
に
潜
伏
し
よ
う
と
目
論
ん

だ
の
か
？

彼
は
、
優
秀
な
司
祭
だ
っ
た

の
で
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
公
証

官
に
召
さ
れ
ま
す
。
公
証
官
と

は
こ
の
世
の
職
業
で
い
う
と
政

府
官
僚
に
あ
た
る
と
言
え
ま

す
。
つ
ま
り
、
１
６
２
２
年
に

創
設
さ
れ
た
福
音
宣
教
省
（
非

キ
リ
ス
ト
教
国
の
事
情
を
把
握

し
、
宣
教
体
制
を
総
合
的
に
判

断
し
、
教
皇
に
進
言
す
る
部

署
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
禁

教
令
下
に
お
か
れ
て
い
る
日
本

の
教
会
の
詳
し
い
事
情
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
で
は
徳
川
幕
府

の
信
者
に
対
す
る
厳
し
い
弾
圧

は
、
１
６
３
７
年
の
島
原
の
乱

平
定
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
１
６
４
１

年
、
潜
入
し
た
ル
ビ
ー
ノ
と
４

人
の
宣
教
師
（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

か
ら
来
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
）
が

教
区
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
世
界
宣
教

の
日
（
10
月
23
日
）
に
因
み
、

禁
教
令
下
最
後
の
宣
教
師
シ
ド

テ
ィ
神
父
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
彼
は
、
１
７
０
８
年
屋
久

島
に
上
陸
、
す
ぐ
に
捕
ら
え
ら

れ
、
長
崎
の
奉
行
所
で
尋
問
を

受
け
、
翌
年
、
江
戸
に
送
ら

れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
屋
敷
に
収
監

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
４
回
に

わ
た
り
、
新
井
白
石
の
尋
問
を

受
け
ま
す
。
１
７
１
０
年
尋
問

後
、
シ
ド
テ
ィ
神
父
は
、
自
分

を
世
話
し
て
い
た
夫
婦
（
長

助
・
は
る
）
に
洗
礼
を
授
け
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
原
因
で
、
１

７
１
４
年
、
彼
は
牢
獄
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
44
歳
の
生
涯
で

し
た
。
 

シ
ド
テ
ィ
神
父
は
わ
ず
か
６

年
間
の
日
本
滞
在
で
し
た
が
、

非
常
に
稀
で
し
か
も
濃
厚
な
人

生
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
現

在
、
彼
の
出
身
教
区
シ
チ
リ
ア

の
パ
レ
ル
モ
教
区
で
は
当
教
区

が
提
出
し
た
「
シ
ド
テ
ィ
神

父
、
長
助
・
は
る
の
列
福
申
請

書
」
が
教
皇
庁
列
聖
省
に
受
理

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
、
列
福
に
向

け
て
の
正
式
な
調
査
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
 

一
般
常
識
で
は
、
「
シ
ド
テ

ィ
」
と
聞
く
と
江
戸
中
期
、
儒

学
者
で
、
政
治
家
で
も
あ
っ
た

捕
縛
さ
れ
、
そ
の
後
、
殉
教
す

る
、
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま

す
。
シ
ド
テ
ィ
神
父
が
来
島
し

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
67
年
後
の

事
で
し
た
。
 

シ
ド
テ
ィ
神
父
の
来
日
の
目

的
は
た
だ
一
つ
、
徳
川
幕
府
の

将
軍
に
会
っ
て
、
禁
教
令
を
解

除
し
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。

教
区
司
祭
の
身
分
で
、
当
時
、

修
道
会
の
後
援
も
な
し
に
、
殉

教
を
覚
悟
で
日
本
へ
潜
入
で
き

た
の
は
、
ひ
と
え
に
「
自
分
は

ロ
ー
マ
教
皇
庁
か
ら
の
使
者
で

あ
る
」
と
の
自
覚
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に

は
教
皇
庁
の
上
司
た
ち
は
、
シ

ド
テ
ィ
神
父
の
日
本
潜
入
に
は

反
対
で
し
た
。
そ
れ
で
優
秀
な

彼
を
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
に
留
め
て

そ
こ
の
教
会
の
重
要
な
任
務
に

就
く
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
提
案

を
断
り
、
弾
圧
下
で
苦
し
ん
で

い
る
日
本
の
信
者
た
ち
の
た
め

に
来
島
し
た
の
で
す
。

彼
を
尋
問
し
た
新
井
白
石

は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
つ

い
て
は
否
定
的
で
し
た
が
、
彼

の
博
識
と
人
間
的
高
貴
さ
に
は

「
世
界
宣
教
の
日
」
に
寄
せ
て

︱
屋
久
島
に
上
陸
し
た
シ
ド
テ
ィ
神
父
の
こ
と
︱

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

司教の手紙

高
い
評
価
を
与
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
友
好
的
な
２
人
の
関

係
を
察
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
通

訳
は
本
国
に
、
幕
府
は
キ
リ
ス

ト
教
を
解
禁
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

聞
い
た
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
シ
ド

テ
ィ
神
父
を
「
教
皇
庁
か
ら
の

使
者
」
と
い
う
身
分
か
ら
、

「
教
皇
代
理
」
の
身
分
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
証

書
が
江
戸
に
届
い
た
の
は
、
シ

ド
テ
ィ
牢
獄
死
の
後
で
し
た
。
 

彼
は
聖
人
に
相
応
し
い
か
？

シ
ド
テ
ィ
神
父
に
つ
い
て
の

外
国
語
の
文
書
に
は
、
「
ア
バ

ー
テ
」
と
い
う
尊
称
が
当
て
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
、
ア
バ
ー

テ
と
い
う
の
は
修
道
院
長
の
こ

と
で
す
。
実
際
、
記
録
に
あ
る

彼
の
日
課
は
、
黙
想
、
聖
務
日

課
、
ミ
サ
、
病
人
訪
問
、
ゆ
る

し
の
秘
跡
の
執
行
な
ど
で
、
所

持
品
も
聖
具
が
主
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

屋
久
島
に
上
陸
し
て
か
ら
、

江
戸
で
亡
く
な
る
ま
で
６
年
間

は
ず
っ
と
囚
人
と
し
て
収
監
さ

れ
て
お
り
、
移
動
も
籠
の
中
だ

っ
た
の
で
歩
行
困
難
に
陥
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
晩

年
に
お
世
話
に
な
っ
た
日
本
人

夫
婦
に
洗
礼
を
授
け
た
こ
と
、

し
か
も
、
洗
礼
を
受
け
た
２
人

は
、
そ
の
こ
と
を
役
人
に
自
白

し
た
結
果
、
殉
教
し
た
こ
と
。

そ
し
て
自
分
自
身
は
、
彼
ら
を

励
ま
し
つ
つ
獄
死
し
た
こ
と
な

ど
は
宣
教
師
の
証
で
あ
り
、
信

仰
の
ゆ
え
に
命
を
捧
げ
た
殉
教

者
の
証
で
も
あ
る
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。

彼
は
、
屋
久
島
に
降
り
立
つ

前
に
、
船
長
に
残
し
た
手
紙
の

最
後
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

ま
す
。

「
私
が
支
え
と
す
る
の
は
自

分
の
力
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
全
能
の
恵
み
と
、

過
去
の
１
０
０
年
ほ
ど
の
間
に

そ
の
み
名
を
守
る
た
め
に
血
を

流
し
た
多
く
の
殉
教
者
の
保
護

な
の
で
す
。
」
（
マ
リ
オ
・
ト

ル
チ
ビ
ア
著
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・

バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
シ
ド
テ
ィ
』

94
ペ
ー
ジ
）

彼
は
日
本
の
殉
教
者
の
仲
間

に
入
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い

た
に
違
い
な
い
の
で
す
。
 

教
区
司
祭
パ
ウ
ロ
坂
本
進
神

父
が
８
月
24
日
（
水
）
午
後
、

入
所
先
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
オ
ア
シ
ス
ケ
ア
清
水
」
で

亡
く
な
っ
た
。
75
歳
だ
っ
た
。

１
９
４
７
年
１
月
17
日
に
長

野
県
に
生
ま
れ
た
坂
本
進
神
父

は
、
神
言
修
道
会
に
入
会
し
１

９
８
４
年
３
月
17
日
に
司
祭
に

叙
階
さ
れ
た
。

叙
階
後
は
、
台
湾
や
タ
イ
の

大
学
で
教
壇
に
立
つ
な
ど
し
、

縁
あ
っ
て
２
０
０
９
年
４
月
か

ら
鹿
児
島
教
区
で
の
司
牧
（
種

子
島
教
会
）
に
携
わ
っ
た
。
そ

の
後
、
溝
辺
教
会
に
転
任
（
２

０
１
１
年
４
月
）
し
、
そ
の
翌

現
の
た
め
に
自
ら
が
掲
げ
た
目

標
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
苦
し
み
、
生
き
る
気
力
を

失
い
、
最
近
は
食
事
も
取
る
こ

と
が
で
き
ず
衰
弱
し
て
い
た
よ

う
だ
。
だ
か
ら
彼
に
は
『
疲
れ

た
者
、
重
荷
を
負
う
者
は
わ
た

し
の
も
と
に
来
な
さ
い
…
』
と

の
言
葉
を
送
り
た
い
。
悩
み
苦

し
ん
だ
彼
の
国
籍
は
天
の
国
に

あ
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
説

教
し
た
。

葬
儀
ミ
サ
後
の
告
別
式
で

は
、
信
者
を
代
表
し
て
、
松
崎

恵
美
さ
ん
（
ザ
ビ
エ
ル
教
会
）

が
お
別
れ
の
言
葉
（
４
面
に
掲

載
）
を
述
べ
、
神
父
の
天
国
へ

の
凱
旋
を
祈
っ
た
。

火
葬
さ
れ
た
坂
本
神
父
の
遺

骨
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
カ
ト

リ
ッ
ク
唐
湊
墓
地
に
あ
る
司
祭

の
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
。

年
の
１
月
に
神
言
修
道
会
か
ら

鹿
児
島
教
区
に
籍
を
移
し
た
。

移
籍
後
は
２
０
１
６
年
か
ら
瀬

留
教
会
主
任
司
祭
を
務
め
、
そ

の
後
、
教
区
本
部
付
き
、
ザ
ビ

エ
ル
教
会
協
力
司
祭
を
経
て
２

０
１
８
年
５
月
か
ら
阿
久
根
教

会
主
任
司
祭
と
な
っ
た
。

司
祭
叙
階
以
来
ず
っ
と
精
力

的
に
執
筆
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
坂
本
神
父
は
、
鹿
児
島
教

区
に
移
籍
し
て
か
ら
も
「
坂
本

陽
明
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
キ

リ
シ
タ
ン
の
世
紀
︱
新
井
白
石

と
シ
ド
ッ
チ
神
父
」
や
「
大
西

郷
の
悟
り
の
道
︱
敬
天
愛
人
と

キ
リ
ス
ト
教
」
「
キ
リ
ス
ト
教

的
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
黙
想
」
な

ど
多
く
の
本
を
手
が
け
た
が
、

阿
久
根
教
会
主
任
時
代
に
体
調

を
崩
し
、
２
０
２
０
年
７
月
に

引
退
、
そ
の
後
は
数
カ
所
の
老

健
施
設
で
静
養
し
て
い
た
。

そ
の
坂
本
神
父
の
通
夜
（
８

月
25
日
）
と
葬
儀
（
26
日
）
は

い
ず
れ
も
ザ
ビ
エ
ル
教
会
で
執

り
行
わ
れ
た
。

葬
儀
ミ
サ
で
中
野
裕
明
司
教

は
鹿
児
島
教
区
移
籍
後
の
坂
本

神
父
の
働
き
を
振
り
返
り
、

「
坂
本
神
父
は
、
神
の
国
の
実

執
筆
活
動
に
邁
進

パ
ウ
ロ
坂
本
進
神
父
が
帰
天
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Ⅴ
．
教
会
の
構
成
員
と
そ
の

任
務
に
お
け
る
多
様
性
 

⒈
信
者
の
多
様
性
は
本
質
的
に

一
致
へ
向
か
う

す
べ
て
の
信
者
は
「
神
の

子
」
と
い
う
共
通
の
基
盤
を
持

つ
の
で
、
信
者
の
多
様
性
は
本

質
的
に
一
致
へ
と
向
か
い
ま

す
。
こ
の
文
書
の
「
は
じ
め

に
」
の
項
で
述
べ
た
、
教
会
自

体
を
飾
る
任
務
と
役
割
、
つ
ま

り
聖
職
者
（
司
教
︱
教
皇
も
含

む
︱
、
司
祭
、
助
祭
）
の
多
様

性
、
ま
た
生
活
様
式
や
召
命
の

違
い
か
ら
生
ま
れ
る
男
子
・
女

子
修
道
者
、
未
婚
信
徒
お
よ
び

家
庭
生
活
者
の
多
様
性
、
さ
ら

に
民
族
、
国
籍
、
社
会
的
身

分
、
職
業
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど

の
社
会
的
多
様
性
を
含
め
て
、

構
成
員
は
例
外
な
く
同
じ
神
の

子
で
あ
り
、
対
等
で
あ
り
、
同

じ
品
格
を
持
ち
、
こ
れ
が
皆
に

共
通
の
基
盤
で
す
。

さ
ら
に
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
ベ
ル
で
預
言
職
（
宣

教
）
、
祭
司
職
（
聖
化
）
、
王

職
（
統
治
）
を
果
た
す
使
命
を

持
ち
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務

（
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
お

い
て
は
〈
役
務
〉
が
よ
く
〈
奉

仕
〉
に
言
い
換
え
ら
れ
て
い
ま

す
）
と
生
活
様
式
の
違
い
が
あ

っ
て
も
、
ま
さ
に
そ
の
違
い
に

お
い
て
唯
一
の
キ
リ
ス
ト
の
交

わ
り
に
参
与
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の

多
様
性
を
賜
物
と
し
て
受
け
入

れ
、
敬
意
を
抱
い
て
生
き
る
と

き
、
神
の
子
た
ち
の
豊
か
な
品

格
が
輝
き
ま
す
。
 

そ
こ
で
教
会
の
構
成
メ
ン
バ

ー
と
そ
の
任
務
と
使
命
を
示
す

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

⒉
キ
リ
ス
ト
信
者

有
効
な
洗
礼
を
受
け
た
す
べ

て
人
で
す
。
私
た
ち
は
洗
礼
に

よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
命
に
結
ば

れ
ま
す
。
そ
の
命
と
は
受
肉
さ

れ
た
イ
エ
ス
の
命
、
人
間
と
し

て
そ
の
生
涯
を
生
き
、
十
字
架

の
死
と
復
活
に
よ
っ
て
今
も
生

き
て
お
ら
れ
、
父
の
右
に
お
ら

れ
る
イ
エ
ス
の
命
で
す
。
洗
礼

に
よ
っ
て
私
た
ち
は
皆
等
し
く

イ
エ
ス
の
復
活
の
命
に
あ
ず
か

り
、
永
遠
の
命
を
生
き
て
い
る

の
で
す
。
洗
礼
は
最
初
の
秘

跡
、
そ
こ
か
ら
他
の
秘
跡
を
含

め
た
信
仰
生
活
が
始
ま
り
ま

す
。
教
会
に
お
い
て
信
徒
と
聖

職
位
階
の
役
割
が
違
っ
て
も
、

信
者
と
し
て
の
命
に
等
し
く
つ

な
が
っ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で

は
ま
っ
た
く
平
等
で
す
。
こ
の

よ
う
な
概
念
を
基
本
に
し
て
教

会
法
は
キ
リ
ス
ト
信
者
を
こ
の

よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。
 

「
キ
リ
ス
ト
信
者
と
は
、
洗

礼
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
合
体

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
神
の
民
と

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス

ト
信
者
は
こ
の
ゆ
え
に
、
各
人

各
様
に
、
キ
リ
ス
ト
の
司
祭

的
、
預
言
者
的
及
び
王
的
任
務

に
あ
ず
か
り
、
各
自
に
固
有
の

立
場
に
応
じ
て
、
神
が
教
会
に

こ
の
世
で
果
た
す
よ
う
に
託
し

た
使
命
を
実
践
す
る
よ
う
召
さ

れ
て
い
る
」
（
教
会
法
第
２
０

４
条
第
１
項
）
 

⒊
信
　
徒
 

信
徒
と
聖
職
者
は
教
会
の
中

で
の
区
別
で
あ
っ
て
、
分
離
で

も
、
上
下
の
関
係
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
聖
職
位
階
よ
り
先
に
、

ま
ず
信
徒
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。
信
徒
は
下
記
に
述
べ
る
よ

う
に
世
界
の
只
中
に
生
活
し
、

世
界
を
福
音
化
し
て
神
の
国
に

近
づ
け
る
よ
う
に
す
る
主
役
を

担
う
か
ら
で
す
。
聖
職
位
階
に

属
す
る
者
は
特
に
教
会
の
中
の

任
務
に
奉
仕
し
、
促
進
し
て
い

く
使
命
を
果
た
す
た
め
に
召
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

⑴
公
会
議
は
先
ず
、
消
極
的

な
表
現
で
定
義
し
ま
す
。
「
こ

こ
で
言
わ
れ
て
い
る
信
徒
と

は
、
聖
な
る
叙
階
を
受
け
た
者

並
び
に
教
会
に
お
い
て
認
可
さ

れ
た
修
道
身
分
に
属
す
る
者
以

外
の
、
す
べ
て
の
信
者
の
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
洗
礼
に

よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
体
に
合
体

さ
れ
、
…
自
分
た
ち
の
あ
り
方

に
従
っ
て
祭
司
職
、
預
言
職
、

王
職
に
奉
仕
す
る
者
と
な
り
、

教
会
と
世
界
の
中
で
、
自
分
た

ち
の
分
に
応
じ
て
、
キ
リ
ス
ト

を
信
じ
る
民
全
体
の
使
命
を
果

た
す
キ
リ
ス
ト
信
者
の
こ
と
で

あ
る
。
」
（
教
31
）
。
 

⑵
積
極
的
な
定
義
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
。
「
信

徒
に
固
有
な
特
質
は
、
世
俗
と

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
聖
な
る
叙
階
の

成
員
は
時
に
は
世
俗
の
こ
と
に

か
か
わ
り
、
さ
ら
に
は
世
俗
的

な
職
業
に
従
事
す
る
こ
と
も
で

き
る
が
、
主
と
し
て
ま
た
本

来
、
聖
な
る
奉
仕
に
秩
序
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
修
道
者
は

そ
の
身
分
を
も
っ
て
、
真
福
八

端
の
精
神
な
し
に
は
世
の
姿
を

変
え
る
こ
と
も
、
世
を
神
に
奉

献
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と

を
示
す
明
白
か
つ
優
れ
た
あ
か

し
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
信
徒
に
固
有
の
召
命

は
、
現
世
的
な
こ
と
が
ら
に
従

事
し
、
そ
れ
ら
を
神
に
従
っ
て

秩
序
づ
け
な
が
ら
神
の
国
を
探

し
求
め
る
こ
と
で
あ
る
」
（
教

31
）
。
「
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て

新
た
に
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
く

る
各
成
員
の
品
位
は
共
通
で
あ

り
、
神
の
子
と
し
て
の
恵
み
も

共
通
、
完
徳
へ
の
召
命
も
共
通

で
あ
っ
て
、
救
い
は
一
つ
、
希

望
は
一
つ
、
愛
は
分
割
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
」
（
教
32
）
。
 

⑶
信
徒
の
三
つ
の
任
務
。
①

信
徒
の
共
通
祭
司
職
。
信
徒
が

実
際
に
日
常
の
活
動
、
祈
り
、

家
庭
生
活
日
々
の
労
働
、
心
身

の
休
養
な
ど
を
霊
的
い
け
に
え

と
し
て
奉
献
す
る
こ
と
で
す
。

②
信
徒
の
預
言
職
と
は
み
言
葉

と
証
し
を
通
し
て
社
会
の
福
音

化
の
た
め
に
働
く
こ
と
で
す
。

③
信
徒
の
王
職
と
は
世
界
が
人

間
中
心
で
は
な
く
、
神
中
心
で

あ
る
こ
と
を
認
め
、
聖
な
る
も

の
を
求
め
、
神
の
摂
理
と
支
配

を
認
め
る
社
会
に
な
っ
て
い
く

よ
う
に
努
め
る
こ
と
、
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
 

⑷
最
後
に
信
徒
の
使
徒
職
に

つ
い
て
簡
潔
に
触
れ
て
お
き
ま

す
。
「
信
徒
の
使
徒
職
は
教
会

の
救
い
の
使
命
そ
の
も
の
へ
の

参
与
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
は

洗
礼
と
堅
信
を
通
し
て
主
ご
自

身
か
ら
こ
の
使
徒
職
に
任
命
さ

れ
る
。
…
信
徒
は
と
く
に
、
自

分
た
ち
に
よ
ら
な
け
れ
ば
教
会

が
地
の
塩
と
な
り
え
な
い
場
所

と
環
境
に
お
い
て
教
会
を
存
在

さ
せ
活
動
的
な
も
の
と
す
る
よ

う
に
招
か
れ
て
い
る
」
(教
33

)。
信
徒
の
働
き
に
よ
っ
て
、

教
会
が
世
界
の
中
で
酵
母
の
よ

う
に
、
社
会
の
福
音
化
の
力
に

な
っ
て
い
き
、
聖
職
位
階
に
あ

る
人
は
そ
の
た
め
に
信
徒
を
養

い
、
そ
の
奉
仕
に
尽
く
す
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

⒋
司
　
教

⑴
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は

司
教
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て

い
る
。
「
聖
な
る
教
会
会
議

は
、
司
教
が
教
会
の
牧
者
と
し

て
、
神
の
制
定
に
よ
っ
て
使
徒

た
ち
の
位
置
を
継
承
し
た
も
の

で
あ
り
、
彼
ら
に
聞
く
人
は
キ

リ
ス
ト
に
聞
き
、
彼
ら
を
さ
げ

す
む
人
は
、
キ
リ
ス
ト
と
キ
リ

ス
ト
を
派
遣
し
た
方
を
さ
げ
す

む
も
の
で
あ
る
（
ル
カ
10
・
19

参
照
）
と
教
え
る
」
（
教
20
）

と
。
公
会
議
は
敢
え
て
「
さ
げ

す
む
」
と
い
う
強
い
表
現
を
使

用
し
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
な
の

で
し
ょ
う
か
。
神
の
民
で
あ
る

教
会
の
牧
者
を
任
命
し
た
方
は

父
で
あ
る
神
自
身
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
彼
ら
を
さ
げ
す
む
こ

と
は
神
を
さ
げ
す
む
こ
と
だ
、

と
い
う
両
者
の
一
体
性
を
示
し

て
い
る
か
ら
で
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
そ
の
尊
厳
は
叙
階
の
秘

跡
を
源
泉
と
す
る
も
の
、
「
祭

司
職
の
頂
点
」
、
「
祭
司
職
の

充
満
」
を
所
有
し
て
い
る
と
い

う
権
限
の
秘
跡
性
を
鮮
明
に
し

て
い
る
の
で
す
。
 

⑵
公
会
議
以
前
に
私
た
ち
が

教
わ
っ
た
の
は
司
教
と
司
祭
の

相
違
は
栽
治
権
（
さ
い
ち
け

ん
）
で
あ
り
、
権
利
と
義
務
に

お
い
て
司
祭
は
司
教
に
依
存
し

て
い
る
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ

の
権
限
は
統
治
権
と
も
い
わ

れ
、
叙
階
の
秘
跡
に
そ
の
源
泉

を
持
つ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
は
権
限
の
大
小

で
は
な
く
、
権
限
の
充
満
そ
の

も
の
が
叙
階
の
秘
跡
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い

ま
す
。
「
聖
な
る
教
会
会
議

は
、
叙
階
の
秘
跡
の
充
満
は
司

教
聖
別
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
る

と
教
え
る
。
そ
れ
は
、
教
会
の

典
礼
の
慣
習
と
聖
な
る
教
父
た

ち
の
言
葉
に
よ
る
と
、
最
高
の

祭
司
職
、
聖
な
る
役
務
の
頂
点

と
呼
ば
れ
て
い
る
」
（
教

21
）
。
 

⑶
司
教
は
叙
階
の
秘
跡
に
よ

っ
て
祭
司
職
、
預
言
職
、
王
職

の
充
満
を
受
け
て
い
ま
す
。
司

教
は
固
有
の
場
で
あ
る
教
区

（
部
分
教
会
）
に
お
い
て
指
導

者
あ
る
い
は
責
任
者
と
し
て
秘

跡
と
典
礼
、
特
に
ミ
サ
に
つ
い

て
整
え
、
信
者
が
典
礼
と
霊
的

生
活
を
豊
か
に
享
受
す
る
よ
う

に
導
き
ま
す
。
（
ま
た
司
教
は

教
皇
と
の
位
階
的
交
わ
り
の
中

で
、
全
世
界
の
宣
教
司
牧
に
関

し
て
共
同
責
任
を
担
っ
て
い
ま

す
。
）
司
教
の
王
職
は
教
区
の

統
治
者
と
し
て
信
仰
生
活
に
必

要
な
こ
と
す
べ
て
に
配
慮
し

て
、
導
き
ま
す
。
教
区
の
他
に

そ
の
地
方
の
司
教
団
の
一
員
と

し
て
統
治
す
る
共
同
責
任
も
担

っ
て
い
ま
す
。
 

⒌
司
　
祭

⑴
「
神
の
制
定
に
よ
る
役
務

は
、
種
々
の
聖
職
位
階
に
お
い

て
古
代
か
ら
、
司
教
、
司
祭
、

助
祭
と
呼
ば
れ
る
人
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
司
祭
は
祭

司
職
の
頂
点
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
権
限
の
行
使
に
お

い
て
司
教
に
依
存
し
て
い
る

が
、
祭
司
職
の
栄
誉
に
よ
っ
て

司
教
に
結
ば
れ
、
叙
階
の
秘
跡

の
効
力
に
よ
っ
て
、
最
高
永
遠

の
祭
司
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
（
ヘ

ブ
ラ
イ
５
・
１
〜
10
、
７
・

24
、
９
・
11
〜
28
参
照
）
に
か

た
ど
ら
れ
て
、
新
約
の
神
の
祭

司
と
し
て
、
福
音
を
の
べ
伝

え
、
信
者
を
牧
し
、
神
の
礼
拝

を
挙
行
す
る
た
め
に
聖
別
さ
れ

る
」
（
教
28
）
。
 

⑵
「
司
祭
は
司
教
職
に
と
っ

て
の
賢
明
な
協
力
者
、
そ
の
助

け
手
、
道
具
で
あ
っ
て
、
神
の

た
め
に
仕
え
る
た
め
に
召
さ

れ
、
自
分
た
ち
の
司
教
と
共
に

一
つ
の
司
祭
団
を
構
成
す
る
」

（
同
）
、
「
そ
の
叙
階
と
役
務

に
よ
っ
て
、
教
区
司
祭
で
あ

れ
、
修
道
司
祭
で
あ
れ
、
す
べ

て
の
司
祭
は
、
司
教
団
に
結
ば

れ
、
自
分
の
召
命
と
恵
み
に
従

っ
て
全
教
会
の
善
の
た
め
に
奉

仕
す
る
の
で
あ
る
」
（
同
）
。

司
祭
の
祭
司
職
、
預
言
職
、
王

職
は
司
教
の
同
職
の
充
満
に
あ

ず
か
る
も
の
で
す
。
司
教
か
ら

遣
わ
さ
れ
る
任
地
あ
る
い
は
任

務
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

⒍
助
　
祭

「
聖
職
叙
階
の
下
位
の
段
階

に
助
祭
が
い
る
。
彼
ら
は
『
祭

司
職
の
た
め
で
は
な
く
、
役
務

の
た
め
に
』
按
手
を
受
け
る
。

助
祭
は
秘
跡
の
恵
み
に
強
め
ら

れ
、
司
教
及
び
司
祭
団
の
交
わ

り
の
中
で
、
典
礼
の
言
葉
と
愛

の
『
奉
仕
』
を
通
し
て
神
の
民

に
仕
え
る
」
（
教
29
）
。
 

原
始
教
会
か
ら
５
世
紀
に
至

る
ま
で
西
欧
で
は
助
祭
制
度
は

盛
ん
で
あ
り
ま
し
た
が
、
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
現
代
こ
そ

必
要
で
あ
る
と
認
め
、
歴
史
的

な
再
興
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
も
助
祭
制
度
は
続
け
ら
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
司

祭
職
に
至
る
単
な
る
過
度
期
的

な
段
階
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
公
会
議
に
よ
っ
て
再

興
さ
れ
た
助
祭
制
度
は
終
身
制

を
取
り
、
妻
帯
し
て
い
る
助
祭

と
妻
帯
し
な
い
助
祭
を
認
め
て

い
ま
す
。
終
身
助
祭
制
度
を
選

択
し
た
理
由
と
し
て
は
、
⑴
教

会
を
助
祭
の
職
務
の
奉
仕
を
も

っ
て
豊
か
に
す
る
、
⑵
す
で
に

助
祭
的
職
務
を
果
た
し
て
い
る

者
た
ち
を
そ
の
叙
階
の
恵
み
に

よ
っ
て
強
め
る
、
⑶
聖
職
者
の

不
足
に
苦
し
む
地
方
の
聖
な
る

奉
仕
者
を
配
慮
す
る
と
い
う
心

配
り
で
す
。
但
し
、
終
身
助
祭

の
再
興
は
、
司
祭
職
の
役
務
の

意
味
、
そ
の
役
割
と
豊
か
さ
を

損
な
う
こ
と
を
少
し
も
意
図
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
教

皇
庁
教
育
省
・
教
皇
庁
聖
職
者

省
『
指
針
　
終
身
助
祭
』
２
参

照
）
。
 

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
多
様
性
を
生
き
る

～
と
く
に
信
徒
と
聖
職
位
階
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
～
③

鹿
児
島
教
区
司
祭
　

永

山

幸

弘

第
二
部
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
多
様
性
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お
二
人
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
が

神
様
と
共
に
あ
り
ま
す
よ
う
に

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

久
保
修
さ
ん
は
婚
約
者
の
勧

め
で
、
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
を

決
断
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
12
月
か
ら
カ
ト

リ
ッ
ク
要
理
の
通
信
講
座
を
受

け
ら
れ
、
こ
の
度
、
修
了
証
書

を
受
領
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

８
月
15
日
の
聖
母
被
昇
天
祭
の

ミ
サ
の
中
で
、
郡
山
健
次
郎
名

誉
司
教
様
に
よ
っ
て
洗
礼
を
授

け
ら
れ
ま
し
た
。
代
父
は
恩
師

で
あ
る
永
井
勲
さ
ん
で
す
。
洗

礼
名
は
ヨ
ハ
ネ
。

当
日
は
婚
約
者
と
教
会
の

方
々
に
見
守
ら
れ
、
洗
礼
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
が
並

ん
で
お
ら
れ
る
お
姿
は
温
か
く

晴
れ
や
か
な
感
じ
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
た

め
、
祝
宴
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
指
宿
教
会
に
仲
間
が

増
え
喜
び
に
満
ち
て
い
ま
す
。

２
日
（
日
）
年
間
第
27
主
日

４
日
（
火
）
サ
ン
タ
マ
リ
ア
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
７
０
年
）

▼
朴
昶
奎
神
父
霊
名
（
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

▼
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時

５
日
（
水
）
デ
ク
ル
ス
神
父
命
日
（
１
９
８
０
年
）

８
日
（
土
）
大
松
正
弘
神
父
命
日
（
２
０
１
８
年
）

９
日
（
日
）
年
間
第
28
主
日

▼
教
区
評
議
会
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
及
び
教
区
本
部
・
〜
10
日

10
日
（
月
）
福
崎
英
雄
神
父
叙
階
記
念
（
１
９
８
９
年
）

12
日
（
水
）
聖
マ
リ
ア
学
園
・
教
区
本
部
・
10
時

▼
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

16
日
（
日
）
年
間
第
29
主
日

▼
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
鹿
児
島
・
谷
山
教
会
・
14
時

18
日
（
火
）
聖
ル
カ
福
音
記
者

▼
内
野
洋
平
神
父
霊
名
（
聖
ル
カ
）

19
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

22
日
（
土
）
聖
書
の
分
か
ち
合
い
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
青
年
会
・
鴨
池
教
会
・
18
時
30
分

23
日
（
日
）
年
間
第
30
主
日

▼
世
界
宣
教
の
日
（
献
金
）

24
日
（
月
）
大
水
如
安
神
父
命
日
（
１
９
９
４
年
）

26
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

28
日
（
金
）
聖
シ
モ
ン
　
聖
ユ
ダ
使
徒

30
日
（
日
）
年
間
第
31
主
日

▼
カ
ト
リ
ッ
ク
教
師
の
会
・
教
区
本
部
・
15
時

31
日
（
月
）
ミ
タ
マ
ヤ
神
父
命
日
（
１
９
８
４
年
）

【
司
教
日
程
】
５
〜
６
日
常
任
司
教
委
員
会
（
東
京
）
、
９
〜
10
日

教
区
評
議
会
、
12
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
19
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、

20
日
大
口
明
光
学
園
、
26
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】

教
　
　
皇

す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
た
教
会

日
本
の
教
会
　
医
療
従
事
者

る
。
彼
は
正
し
い
者
を
揺
る
が

さ
ず
、（
ま
た
）
永
遠
の
軛
を
与

え
な
い
”
と
な
り
ま
す
。
 

私
た
ち
が
日
常
の
中
で
担
え

る
重
荷
の
限
界
は
神
様
が
ご
存

知
で
す
。
で
す
か
ら
過
分
を
主

に
放
り
出
し
た
と
し
て
も
咎
め

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
間
は
神
様
の
愛
の
中

で
生
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
ろ
う

と
も
す
べ
て
は
神
様
の
計
ら
い

期
間
は
有
限
で

す
。
永
遠
の
軛

は
決
し
て
与
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
を
生

き
る
に
あ
た
っ
て
の
苦
し
み
を

本
当
に
癒
せ
る
の
は
こ
の
世
を

越
え
て
永
遠
に
生
き
る
神
様
と

イ
エ
ス
様
で
す
。

き
っ
と
今
の
不
条
理
な
生
き

辛
さ
は
神
様
や
イ
エ
ス
様
へ
の

祈
り
に
よ
っ
て
昇
華
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
の
為
に
も
イ

エ
ス
様
の
「
わ
た
し
の
軛
を
負

い
、わ
た
し
に
学
び
な
さ
い
」と

い
う
言
葉
を
い
つ
も
心
に
留
め

た
い
も
の
で
す
。
 

の
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
信

じ
ら
れ
る
か
否
か
は
私
た
ち
の

問
題
で
す
。
何
事
も
神
様
に
委

ね
て
生
き
る
こ
と
は
難
し
い
も

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
イ
エ
ス

様
は
「
わ
た
し
の
軛
は
負
い
や

す
（
い
）」
と
言
わ
れ
る
の
で
す

（
マ
タ
イ
11
・
30
a
）。

イ
エ
ス
様
が
い
つ
も
離
れ
な

い
よ
う
に
共
に
お
ら
れ
る
か
ら

こ
そ
絶
望
で
は
な
く
希
望
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

が
詩
編
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
主

に
支
え
ら
れ
て
従
う
者
で
あ

り
、
神
様
を
信
じ
る
者
の
生
き

方
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
 

私
た
ち
が
軛
・
重
荷
を
担
う

以
前
（
２
０
１
２
年
３
月
）、

マ
タ
イ
福
音
書
に
の
み
見
ら
れ

る「
軛
」と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
た
（
マ
タ
イ
11
・

29
〜
30
）。

そ
こ
で
は
農
耕
具
と
し
て
軛

の
三
つ
の
役
割
、即
ち
、一
つ
目

は
二
頭
を
繋
ぐ
こ
と
で
よ
り
大

き
な
力
を
出
す
た
め
。
二
つ
目

は
二
頭
の
牛
馬
が
離
れ
離
れ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
。

三
つ
目
は
お
互
い
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
と
い
っ
た
本
来
の

目
的
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

イ
エ
ス
様
の
軛
に
関
す
る
一

連
の
言
葉
は
イ
エ
ス
様
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
詩
編
を
下

敷
き
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

そ
こ
に
は
「
あ
な
た
の
重
荷

を
主
に
ゆ
だ
ね
よ
／
主
は
あ
な

た
を
支
え
て
く
だ
さ
る
。
主
は

従
う
者
を
支
え
／
と
こ
し
え
に

動
揺
し
な
い
よ
う
に
計
ら
っ
て

く
だ
さ
る
」と
あ
り
ま
す（
詩
編

55
・
23
）。

こ
の
箇
所
を
直
訳
す
る
と

“
あ
な
た
の
重
荷
を
主
に
放
り

出
せ
。
彼
は
支
援
し
続
け
て
い

軛
・
イ
エ
ス
様
は
離
れ
な
い

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
》

（55）

会

と

催

し

10
月

久
保
修
さ
ん
、
受
洗
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

指
宿
教
会

福
沢
智
子

日
　
時

11
月
23
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

場
　
所

カ
ト
リ
ッ
ク
屋
久
島
教
会
・
神
父
シ
ド
ッ
チ
上

陸
記
念
碑
前
広
場
、
小
島
区
公
民
館

内
　
容
　

⑴
ミ
サ
　
14
時
　
カ
ト
リ
ッ
ク
屋
久
島
教
会

⑵
式
典
　
15
時
　
神
父
シ
ド
ッ
チ
上
陸
記
念
碑
前
広
場

挨
拶

中
野
裕
明
司
教
、
屋
久
島
町
教
育
委
員

会
、
小
島
区
長

⑶
講
演
　
16
時
　
「
シ
ド
ッ
テ
ィ
神
父
と
屋
久
島
」
（
古

居
智
子
さ
ん
）

主
　
催

カ
ト
リ
ッ
ク
鹿
児
島
司
教
区
　
カ
ト
リ
ッ
ク
種

子
島
教
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
屋
久
島
教
会

後
　
援

屋
久
島
町
教
育
委
員
会

協
　
力

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
く
し
ま
未
来
工
房

問
　
合

朴
鎭
亮
神
父
〔
種
子
島
教
会
主
任
司
祭
・
℡
０

８
０
（
３
９
９
３
）
４
５
１
２
〕

「ウクライナ」支援募金 教区では、レデンプ
トール宣教修道女会とカノッサ修道女会を通し
てウクライナ支援することにしました。郵便振替
は下記の通り。
郵便振替：02030－2－8359
加入者名：カトリック鹿児島司教区
＊通信欄に「ウクライナ」と明記の事

シドッチ神父屋久島上陸記念祭

「
ゆ
ら
い
あ
い
」
で
は
２
０

０
６
年
６
月
か
ら
、
レ
デ
ン
プ

ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
鹿
児
島

修
道
院
（
鹿
児
島
市
唐
湊
）
で

高
齢
者
の
集
い
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
が
脅
威
と
な
っ
て
か
ら
休
会

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
い
ま

だ
に
終
息
の
見
通
し
が
立
た
な

い
現
状
で
は
、
再
開
す
る
こ
と

が
難
し
い
と
判
断
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
活
動
終
了
を
決
定
し

ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
司
教
様
や
司
祭

方
、
修
道
者
な
ど
か
ら
多
く
の

ご
支
援
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
出
席
し
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
高
齢
の
皆
様
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
こ
の
集
い
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゆ
ら
い
あ
い
運
営
委
員
会

「
ゆ
ら
い
あ
い
」
が

高
齢
者
の
集
い
を
終
了

喜びの久保さん（中央）

オンライン講演会
「コミュニケーションと性暴力」

─互いを尊重し合う人間関係づくり─

性暴力は夫婦間や恋人間など、身近な関係
性の中でも発生しています。そうした関係性
の中に潜む性暴力とその苦しみについて知
り、互いを尊重しあうコミュニケーションの
大切さついて、当事者としての視点と支援者
としての経験を踏まえてＮＰＯ法人レジリエ
ンス代表中島幸子さんがお話しされます。

日　　時：10月23日（日）14時～16時
参加方法：各小教区ごとにオンライン視聴が

可能な場所に集まって参加する。
参 加 費：無料（参加申込は別途、主任司祭

を通してお知らせします。）
申込締切：10月17日（月）
主　　催：カトリック鹿児島司教区子どもと

女性の人権相談室
問　　合：担当・末吉神父　℡099-226-5100
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め
の
「
種
ま

き
」
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
坂
本

神
父
様
の
働
き

に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

坂
本
神
父
様

に
お
話
し
し
た

い
こ
と
の
も
う
一
つ
は
、
私
の

母
と
坂
本
神
父
様
と
の
か
か
わ

り
を
通
し
て
、
神
父
様
の
お
役

目
の
神
秘
、
尊
さ
を
初
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

す
。母

の
死
に
向
か
っ
て
の
残
り

２
週
間
、
坂
本
神
父
様
と
の
最

後
の
面
会
の
時
の
母
の
笑
顔

…
。
「
神
父
様
」
と
言
い
な
が

ら
、
信
頼
し
き
っ
た
笑
顔
で
、

ご
聖
体
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。
死
に
ゆ
く
人
を
笑
顔
に
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
尊
い
お

役
目
を
深
い
感
動
を
も
っ
て
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

坂
本
神
父
様
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
神
様
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。

坂
本
神
父
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
８
月
26
日

す
る
財
政
的
協
力
は
、
所
属
す

る
小
教
区
や
教
区
を
越
え
て
、

全
国
的
、
世
界
的
広
が
り
を
持

っ
て
い
ま
す
。
事
実
、
信
徒
が

納
め
る
教
会
維
持
費
は
司
教
協

議
会
分
担
金
や
ア
ジ
ア
司
教
協

議
会
連
盟
の
分
担
金
に
も
あ
て

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
各
種
の

献
金
を
も
っ
て
ロ
ー
マ
聖
座
を

は
じ
め
、
世
界
の
教
会
を
援
助

し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
世
界
こ
ど
も
助
け

合
い
の
日
（
旧
名
称
「
カ
ト
リ

ッ
ク
児
童
福
祉
の
日
』
）
の
献

金
（
１
月
）
、
世
界
広
報
の
日

の
献
金
（
復
活
第
６
の
主

日
）
、
聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の

献
金
（
聖
ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
の

祭
日
後
の
主
日
）
、
難
民
移
住

移
動
者
の
日
の
献
金
（
９
月
第

３
主
日
）
、
世
界
宣
教
の
日
の

献
金
（
10
月
第
３
主
旦
）
、
宣

教
地
司
祭
育
成
の
日
の
献
金

（
12
月
第
１
主
日
)の
ほ
か
、

四
旬
節
の
愛
の
献
金
や
聖
地
の

た
め
の
献
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
献
金
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
世
界
の

教
会
と
の
連
帯
と
協
力
の
証
と

し
て
応
分
の
貢
献
を
し
た
い
も

の
で
す
。
 

⒊
教
会
に
お
け
る
年
中
行
事

地
上
を
旅
す
る
教
会
は
、

種
々
の
年
中
行
事
と
も
い
え
る

記
念
や
催
し
を
は
さ
み
な
が
ら

そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
中
心
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
主
の
復
活
を
記
念
す
る

主
日
を
頂
点
と
す
る
週
間
サ
イ

ク
ル
と
、
年
の
復
活
祭
を
頂
点

の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、

種
々
の
評
議
会
や
委
員
会
に
参

加
し
、
協
力
し
ま
す
。
 

⒉
教
会
維
持
に
関
す
る
応
分
の

責
任
分
担

信
徒
は
ま
た
、
教
会
の
建
物

や
活
動
、
各
種
奉
仕
者
の
生
計

を
維
持
す
る
た
め
、
応
分
の
財

政
的
負
担
を
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
「
教
会
の
第
五
の
お
き

て
」
（
註
六
）
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

信
徒
の
教
会
維
持
運
営
に
対

と
す
る
典
礼
暦
年
で
す
が
、
さ

ら
に
、
小
教
区
や
教
区
、
そ
し

て
全
国
の
教
会
の
記
念
や
催
し

が
あ
り
ま
す
。

ａ
全
国
レ
ベ
ル
で
は
、
毎
年
四

旬
節
の
期
間
中
、
支
援
を
必

要
と
す
る
内
外
の
事
態
に
対

応
す
る
た
め
の
「
愛
の
運

動
」
が
あ
り
、
世
界
平
和
に

つ
い
て
学
び
、
考
え
、
祈
る

「
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
」

（
８
月
６
日
〜
15
日
）
や
聖

書
に
親
し
み
こ
れ
を
普
及
す

る
た
め
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
聖

書
週
間
」
（
11
月
第
３
週
）

が
あ
り
ま
す
。

ｂ
教
区
レ
ベ
ル
で
は
、
「
カ
テ

ド
ラ
ル
（
司
教
座
教
会
）
の

献
堂
記
念
日
」
が
カ
テ
ド
ラ

ル
で
は
祭
日
と
し
て
、
教
区

内
諸
教
会
で
は
祝
日
と
し
て

記
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
教

区
民
の
祈
り
と
協
力
を
特
に

必
要
と
し
て
い
る
教
区
司
教

の
た
め
に
祈
る
「
司
教
叙
階

記
念
日
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
他
、
教
区
特
有
の
各
種
の

「
記
念
祭
」
も
あ
り
ま
す
。
 

註
六
）
教
会
の
第
五
の
お
き

て
、
教
会
法
第
２
２
２
条
　
　
　
 

「
⑴
キ
リ
ス
ト
信
者
は
、
教
会

が
神
の
礼
拝
、
使
徒
職
及
び
愛

の
業
、
並
び
に
奉
仕
者
の
生
活

の
正
当
な
維
持
に
必
要
な
も
の

を
援
助
す
る
た
め
に
教
会
の
要

請
に
応
ず
る
義
務
を
有
す

る
。
」
 

私
が
坂
本
神
父
様
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
こ
と
は
、
二
つ

あ
り
ま
す
。

一
つ
は
あ
る
時
、
坂
本
神
父

様
が
ご
自
分
の
体
験
か
ら
、
私

に
く
だ
さ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
で

す
。
「
松
崎
さ
ん
と
私
は
似
た

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
『
嫌
わ
れ

て
も
、
嫌
わ
れ
て
も
前
に
進
む

ね
』
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
の
時
、
私
は
「
嫌
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
似
て
い
る
」

と
言
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

確
か
に
私
自
身
「
嫌
わ
れ
よ

う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
が
、
な
り

ふ
り
構
わ
ず
『
今
日
す
べ
き
こ

と
は
、
今
日
し
な
け
れ
ば
前
に

進
め
な
い
』
と
何
か
に
せ
き
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
進
あ
る

の
み
」
で
し
た
。

今
、
思
い
返
せ
ば
、
母
の
洗

礼
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
歴

史
の
掘
り
起
こ
し
の
た
め
に

も
、
神
様
が
坂
本
神
父
様
を
遣

わ
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
坂
本
神
父
様
と
の
出

会
い
は
、
成
り
行
き
や
偶
然
で

は
な
く
、
神
様
の
ご
計
画
の
中

に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

坂
本
神
父
様
も
何
か
に
動
か
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
、
「
松
崎

さ
ん
と
私
は
似
た
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
じ
め
は
坂
本
神
父
様
に
導

か
れ
て
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
を

始
め
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
郷

土
史
を
読
み
進
め
て
い
く
う
ち

に
、
史
実
が
作
り
変
え
ら
れ
、

つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
に
無
理
を
重

ね
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
く
ら

い
に
不
自
然
さ
を
感
じ
、
行
き

詰
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私

は
坂
本
神
父
様
か
ら
離
れ
て
、

単
独
行
動
を
し
ま
し
た
。
再
会

し
た
時
に
は
、
坂
本
神
父
様
は

体
調
を
崩
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
世
界
大
戦
が
始
ま
る

か
も
し
れ
な
い
危
機
の
中
に
あ

っ
て
、
今
こ
そ
、
歴
史
を
知
ら

な
け
れ
ば
と
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
の
た

み
な
さ
ん
は
飛
行
機

�
�
�
�

に
乗�

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
　
飛
行
機
に
は
い
ろ

い
ろ
な
種
類

�
�
�
�

が
あ
り
ま
す

が
飛�

び
立�

つ
た
め
に
は

滑
走
路

�
�
�
�
�

が
必
要

�
�
�
�

に
な
り
ま
す
。
こ
の
滑
走
路
の
長
さ
は
飛

行
機
の
重�

�

さ
に
比
例

�
�
�

し
ま
す
。
つ
ま
り
乗
客
数

�
�
�
�
�
�
�
�や

積
載
量

�
�
�
�
�
�
�

の
多�

�

い
飛
行
機
ほ
ど
滑
走
距
離

�
�
�

は
長�

�

く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ど
ん
な
飛
行
機
で
も
飛
ぶ
た
め
の
力

�
�
�

を
蓄

�
�
�

え
な
け

れ
ば
飛
び
立
て
ま
せ

ん
。こ

の
こ
と
は
み
な

さ
ん
の
学�

�

び
と
同�

�

じ
で
す
。
成
績

�
�
�
�

の
伸�

び
悩�

�

み
は
滑
走
路

を
走�

�

っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
「
頑
張

�
�
�

っ
て
い

る
ん
だ
け
ど
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
も
ダ
メ
だ
…
」

と
落�

ち
込�

む
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
や
り

続�
�

け
な
け
れ
ば
飛
び
立
て
な
い
の
で
す
。
ま
だ
飛
び
立
つ

時�
�

が
来�

て
い
な
い
だ
け
な
の
に
そ
れ
を
信�

�

じ
ら
れ
な
く
て

走
り
続
け
る
の
を
止�

め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
や
っ
ぱ
り
自
分

�
�
�

に
は
で
き
な
い
」
っ
て
あ
き
ら
め
て
し

ま
い
ま
す
か
？
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
「
荷�

が
重�

�

い
」
と

表
現

�
�
�
�
�

し
ま
す
。

聖
書

�
�
�
�

に
は
「
あ
な
た
の

重
荷

�
�
�

を
主�

�

に
ゆ
だ
ね
よ
／
主

は
あ
な
た
を
支�

�

え
て
く
だ
さ

る
。
主
は
従

�
�
�

う
者�

�

を
支
え
／

と
こ
し
え
に
動
揺

�
�
�
�

し
な
い
よ

う
に
計�

�

ら
っ
て
く
だ
さ

る
。
」
と
い
う
言
葉

�
�
�

が
あ
り
ま
す
（
詩
編

�
�
�

55
・
23
）
。
 

目
的

�
�
�
�

を
も
っ
て
何�

�

か
を
し
て
い
る
と
き
は
不
安

�
�
�

が
付�

き

ま
と
う
も
の
で
す
。
そ
の

不
安
は
自
分
だ
け
が
感�

�

じ

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
み
な
さ
ん
を
愛�

�

し
て
く
れ
て
い
る
神
様

�
�
�
�

や
ご
両
親

�
�
�
�
�

も

み
な
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
不
安
を
心
配

�
�
�
�

し
な
が
ら
見
守

�
�
�

っ

て
い
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
不
安
や
心
配

�
�
�
�

は
愛
で

も
あ
り
ま
す
。
で
あ
れ
ば
み
な
さ
ん
は
離
陸

�
�
�

す
る
た
め
に

必
要

�
�
�
�

な
愛
と
い
う
向�

か
い
風�

�

を
受�

け
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
自
分
が
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
き
っ
と
高�

�

く
飛
び
立
て
ま
す
！
　
だ
か
ら
毎
日

�
�
�
�

の
地
味

�

�

な
努
力

�
�
�
�

を

忍
耐

�
�
�
�

を
も
っ
て
続
け
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
そ
の
時
が
来�

ま
す
か
ら
…
。

飛
躍

�
�
�

の
た
め
に
必
要

�
�
�
�

な
こ
と

要　　理

神
様
、
あ
り
が
と
う
！

︱
坂
本
進
神
父
様
を
偲
ん
で
︱

ザ
ビ
エ
ル
教
会

松

崎

恵

美

営
さ
れ
、
財
政
的
に
も
支
え
ら

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
面
で
も
信
徒
の
役
割

は
重
要
で
す
。
 

⒈
教
会
活
動
に
お
け
る
応
分
の

責
任
分
担

信
徒
は
教
会
の
責
任
あ
る
メ

ン
バ
ー
と
し
て
教
会
運
営
に
参

加
し
、
必
要
な
役
職
を
分
担

し
、
ま
た
、
小
教
区
の
事
務
そ

の
他
の
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
信
徒
だ
か
ら
で
き

る
種
々
の
発
言
を
も
っ
て
教
会

自
分
た
ち
の
信
仰
生
活
を
も

っ
と
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た

め
、
カ
テ
キ
ズ
ム
（
要
理
）
を

学
び
た
い
と
い
う
希
望
に
沿
う

た
め
の
一
つ
と
し
て
、
故
・
糸

永
司
教
様
が
出
さ
れ
た
「
信
徒

の
た
め
の
信
仰
生
活
指
針
」
を

連
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
四
章
　
教
会
の
活
動
と
維
持

に
関
す
る
信
徒
の
協
力
 

教
会
が
そ
の
使
命
を
遺
憾
な

く
発
揮
す
る
に
は
、
教
会
の
生

活
と
活
動
が
正
し
く
組
織
・
運

信
徒
の
た
め
の
信
仰
生
活
指
針
⑥

第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
基
づ
く
信
徒
固
有
の
霊
性


